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１ 概要

研究の目的は，平時（非災害時）において突発
的に発生する老朽化した擁壁の詳細な崩壊のメ
カニズムの解明することである．本研究では，①
遠心模型実験装置※においてフォトグラメトリを
使用した3次元計測システムを構築し，②このシ
ステムを活用し遠心模型実験を実施し，擁壁の
崩壊の様子を3次元的に詳細に捉えた．

２ 特徴

遠心模型実験手法における３次元計測は，従
来，遠心加速度の付与をさせ，模型地盤に変状
が発生した段階で一時的に遠心加速度の付与
を止め通常の重力場で模型の状態を３次元計
測をするものである．本研究で達成したフォトグ
ラメトリを使用した３次元計測は手法は，50Gの
遠心加速度場において，連続的な模型変状を捉
えることが可能である．
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従来法 本研究

※遠心力により模型実験に重力の何十倍もの遠心加速度

を作用させ実物大の地盤構造物の挙動を小型模型で再現
できる装置
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